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本論文は,薄肉の繊維強化プラスチックを建設構造物の補強材に用いることを提案するとと

もに,その力学陛状の分析・効果を実験・解析を通して分析L,設計法の提案を行ったもので
ある。

まず,第1章において本論文の背景と目的について示している。
第2章~第10章は2部構成となっており,第1部(第2章~第6章)では銅製円筒容器構

造の外側に炭素粒郊隹強化プラスチックを用いて補強を施した場合を対象に,各種外力条件に対

する補強効果について分析している。第2章では対象構造物とその補強法に関する既往の研究
をまとめている。第3章では軸圧縮力,第4章では圧縮および剪断力,第5章では剪断力を受
ける場合に対して釧製円筒構造物をモデル化Lた実験・解析的研究を実施し,力学特性と補強

効果を示している。さらに第6章では,縮尺試験体を用いた動的外力に対する実験法の提案と

実験を行い,圧縮および剪断力が作用する場合の補強効果を示している。第2部(第7章~第
10章)では建設構造物にガラス繊維強化プラスチック(GFRP)引抜成形部材を用いる場
合を想定し,そのボルト接合部周辺に対して多軸基材を有する薄肉のGFRPを用いた補強法
を苦案し,補強効果について分析Lている。第7章では対象とするFRPの接合法に関する既

往の研究をまとめている。第8章ではGFRPボルト接合脊畷工対して薄肉多軌怯劃オを用いた補
強法とその効果について示し,第9章ではれ躬剣オの肉厚の違いについて,第10章ではボルト
径の違いについて景リ繹をまとめている。

最後に,第11章では,補強効果や得られ,た知見,ならびに今後の展開についてまとめ,本
論文の結論としている。

文内容 の 要

近年,軽量で高強度な繊擶搦金化プラスチック(FRP)の建設分野への応用が朔待されてお

リー納修・1削劃オとしての利用のほか,主構造部材としての利用も検討されている。こうした
中,本論文では,耐震補強を国的とした鋼製円筒容器構造物に対する炭素繊維強化プラスチッ
クによる補強と,ガラス繊維強化プラスチック(GFRP)構造物の按合部耐力の向上.を倒的

とした多軸基材による補強に着目し,何れも薄肉FRP材料によって柿強を行う手法の提案と

効果,また設育W去の様覧征を行っている。その結果,得られた主要な研究成果は以下の4点{こ要
糸勺できる。

1)銅製容器構造物に代表される滿私1の'剛"造要索に対して、'複数の力学条件を■'えた袖

強効果と耐力評価法を示した、

2)鯛製容器構造物の動的挙動の分析に際L,新たな動的縮尺実験手法の提案上実証,な

らU艾こ補阿金剣J果の1)ぢ子を1丁った。

Ⅲ創生的な破壊を示司、引1左成形GFRP材のボルト接合部に対して,簡便月.つ効果的な3)

1削赫去の提案と効果の分.析,ならびに設計法の構築を行った'

4)上記の補強法において,納強材である薄肉GFRP材の基材備成に関して詳Lく分析

し,その接合部力学半H生や破壊性状の解明を行った。
以上,本論文は繊糾好金化プラスチック材、翆W)特性を活かした新規陛のある補強材への応用手

法を示しており,その力学特性dy群明では学術1¥f何用性・発展1生が認められるとともに、建設
分野における繊村鉛剣ヒ侮合材1斗の応用に関Lて多大な貢献を行っくいると評価できる。さら

に,提案した補強法は建設分野での実用姓も備えており,研究成果の社会貢献・波及効果の観、'-j

点からもイ憂オ1ていると割1価できる。

したがって博士(工学)の学位論文に相当するものと判断した。
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